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黑

疋

，歡

著

「

經
.濟

地

理

.學

原

論

」

、

かく島、
榮
次

嘗
つ
てr

•

日
本
經
濟
地
理
學」
第
1

、分
删(

昭
和
六
年
: 3「

經
濟
錦
理
學
總
論̂

昭
和O

年
利)

を
著
さ
れ
、
斯
學
理
論
の
建
設
に
負 

激
さ
れ
る
听
極
め
て
大
散
りU
、黑
疋
私
士
が
、
今
ま
た

「

經
濟
地
理
霞
論
し'

に
、
依

？

て

、

.

一
層
売'

成
さ
れ
た
、理
論
を
示
さ
れ
/
^
と
と 

な
つ
た
o

本
書
菜
文
約g

n

 

o

頁
、
そ
す
ち
約
一
五
〇
頁
は
金
く
新
し
ぐ
書
か
れ
、
馨Q

8

を
取
人
れ
た
約
ニ
五
〇s

金 

部
書
直
さ
れ
面
目
を
新
に
レ
て
居
り
V
'

文
字
f

の_

と
戋
<

ベ

人
‘

博
士
8

問
S

す
る
.

熱
意
I

く
敬
服
に
値
す
る
。
レ
か 

.

も
本
邦
、斯
學
界
に
於
げ
る
霞
的
理
論
寒
t

や

息
S

わ
た
o <

て’
f

し
い
情
熱
をf

ポ
、
國

家

智
J

遂
.

行
i

問
に 

據
？

*

貢
献
せ
ん
と
す'

論
烈
な
意
欲
を
燃
ぇ
立
た
せ•て
居
る
，

M

と
ば
、
餅
學
の
進
步
發
最
爲
め
眞
に
慶
賀
に
堪
ぇ
汔
ノ 

さ

亡

秦
|

體
が
瓦
綱
に
分
げ
ら
れ
，
先•づ
第
，
5

4

經

濟

地

霞

の

概
. ^

に
於
い
て
斯
學
の_

を
究
明
し
、
第
一
一
編

「

經
濟
' 

，
地
理
學
硏
也
方£

」

に
ぎ
て
は
、、
根
本
的
な
指i

理
か
ら
嘗
的
I

業
方
法
及
び
硏S

料

，に

零

ま

，
で

論

述

し

.

第

三

編 

「

I

地
域
割
I

、以
r ;

第
I

-

經
濟
地
8

i

 

.

及
び
第
|

「

經
濟
地
.

露
編
制
諭」

は
，
M -

濟
地
现
學
的
拼
究
，のS

に
關
す
る 

理0

展

開

さ

が

。

即

ち

M

地

繁
I

經

濟

ぼI

l

f

 

f

經
濟
地
議
制
硏
究i

面
の
研
究I

I

れ
に
對
す
る
指
針
七t
示
しy

届

る
.0
.

第一

編
第
一
聿
は
先
づ1經
濟
地
理
學
の
成
立
過
程.を
，次
界
や
ぅ
に
說
姻
す
る
。
卽
ち
地
理
學
は
逢
間
的
槪
念
に
：̂

て
事
物
を 

r
_
4
た
る
.も
の
と
，し.て
生
れ
L(

五
.頁
ル
た
の
だ
'̂
，

「

自
然
科
，學
购
認
識
と
次
化
科
學
的

(

叉
は
歷
史
科
學
的
，

：

精
神
枓
學
的
：認
識
と 

の
分
化
を
生
■じ
、
.同
一
の
地
表
空
間
省
办
る
研
究
方
法
にIょ
つ
て
取
り
¥
ふ
に
至
'p：
；
た
LC
九
頁)

於
故£

.、

人
文
，地

饔(
又
、
味
文
七 

■地
理
學)

の

靈

？̂

つ
て
地
理
學
は
ニ
冗
的
と
な
り
、、
-1
1

5

資
本
主
義
の
議
と
典
に
、

.排
他
的

’國
家
經
濟
ょ
晶
由
的
#
界
經
择 

へ
机
移
し
ノ
1

が
或
る
麗
に
經
，濟
的
地
域
統
ー
體
と
な
る
に
及
$

經
濟
地
理
展
的
認
甄
の
確
ギ
研
究
資
料.の

警

、
他
の_
 

，科
學
の
•

_

な
I

達
に
伴
ひ
'
丈
化
活
動
，中
の
最
も
羞I

部
n
.
と
し
て
‘の
經
濟
は
地
理
學
の最
大
關
心
の
集
中
す

る
所
'と
な 

，り
，

-經
濟
地
理
.學
が
；■獨
泣
の
地
置
部
門
と
し
て
存
立•す
る
、

」(

ニ
六
頁
ら
至
つ
た
こ
と
を
述
べ
て
居
る
。

 

’

.
而
し
て
こ
、

で
注

目

ず

べ

き

は

地

輩

の

新

な
•る
使
命
•を
次
の
如
く
論
じ
て
居
ち
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
.a 1
.ち

「

地

麗

は

，か
づ
て 

袖
人
的
：
f

的
i

Q

爲

含

廣

究

さ

れ

、

-M
に
そi

が
現
象
論
的
、
分

溝

科

學

そ

れ

蠢

と

し

寡

究

さ

れ

た

が

、
今
や
？
 

兩
者
，は

辨

霞

的

‘れ
>

國
; ^
の

翕

的

地

域

的

観

磊

究

す

|

科
學
|

つ

汔

で

1

。
即
ち
一
氡
目
的
の
た
め

に
す
る
|
2
^
6
目
的
|
的
で
は
あ
る
が
、
併
し
前
の
低
き
‘次
限
に
於
け
る
も
の
で
は
な
ぐ
、

.又
科
學
ぞ
れ
自
身
、で
は
あ
る
が
、
而
か
も

讓

の

最

曹

的

离

包

す

m

て
、
齧

家

的

I

な
く
、
，全

く

ぎ

裔

に

於

け

I

f

,
止
f

し
て
の
馨
に
到

達

，
た
の
で
あ
るj

と

(
j

2L
.
頁〕

こ
れ
^
!
全
べ
新
し
い
撥
言
で
あ
り
沮
つ
か
な
り
大
膽
、!■
'
暴
と
一
於
へ
‘る
。
抓
と
な
れ
ば
斯
か
る
國 

■家
的
目
，.的
に
斯
擧
の
成
j

貢
献
す
f

 

2

の
で
は
な
く
、
斯
學
良g

が
斯
，か
る
目
的
，遂
行
を
そ
の
.任
務
と
す
る
め
で
I

O

結
局 

，
こ

の

屑

地

は

、

經

濟

地

理

學

を

以

り

て

敗

策

學

，

'の一

つ
と
す
る
も
の
と
解
さ
，れ
る
0

•  

.

ノ
ノ
，

,

• 

' 

.

第
一
一
箪

「

經

濟

，
地

叙

學

-の
，本
質
ム
に
於
い
て
め
、
先
づ
撕
學
に
對
し
て

「

經
濟
地
理
尊
は
經
濟
的
文
、化
，
S

間
的
分
布
敗
現
象
形
態
と 

し
て
の
地
域
‘的
個
性
を
哪
究
す
る-科
.學
で
.あ
るJ

、(

三一

貪
}
と
い
ふ
定
義
が
與
：へ

i

卜
、
上
の
淀
義
に
對:1
:

て
整
然
た
る
分
衍
的
說
明 

.

靈

淑
2

故
地
理，
.

f

辟
論
，

、
■ 

■ 

’ 

. 

‘
■

'• 

、■

三

：

‘(

5

象

,
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'黑
茁
殿
'̂f

經
濟
地
理
學
原
論

J  

:
v 
• 

ニ

ニ

.

. 

(
〕

*§)

§

,

.

が
下
.さ
れ
る
？

'と
れ
は
舊
著
に
於
い
て
が
‘私
の
如
き
大

S

に
稗
益
さ
‘れ
る
所
の
あ
'

,0
:た
部
分
、で̂

.?
)
が
、
本
書
に
於
い
て
は
‘全
商#'
改 

め
も
れ
，
'益
，々

光
彩
を
放
つ
，て
居
る
デ
尙
右
の
議
は
、
，

「

總
論」

で
與
へ
ら
^
s

»

S

濟
地
'理
學
は
經
濟
的
文
化
を
そ
の
空
間
的 

分
布
^
象
に
於
い
て
硏
究
，す
る
科
學
で
あ
る
O
J (

總

論

、
.
一
1H.
頁)

と
多
少
の
變
化
がM
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
！'總
論
じ
の
他
の
俏
所
广
炽 

一
へ
ば
三
三
頁
へ

〔
文
は
六
八
丨
七
〇
頁
等

〕

で
地
域
的
個
性
，硏
、究
が
斯
學
の
任
務
た
る
こ
と
を
強
べ
て
居
ら
れ
各
の
に

.鑑
み
れ
ば
、
む
し 

ろ
當
然
の
® ,
化
で
あ
り
；、
そ
の
意
味
で‘本
書
の
，'定
義
は
.
*
^
の
蓉
者
の
も
の
と
し
て

【

S
元
成
さ
れ
.た

定

義

身

は̂

得
る
。

右
の
T

S

ょ
り
し
て
經:
濟
地
理
學
の
任
務
は
自
ら
爽
定
さ
れ
.

る
の
で.

あ
る
。
卽
ち
經
濟
地
理
學
の
任
務
'

は
地
表
空
間
が
夫
々
特
異
，
 

，の
經
濟
的
個
性
を
布
し
、
獨
自
の
經
.

濟
的
機
能
を
發
揮^ '
.

る
事
に
ょ
つ.

て.

地
的
銃
一(

即
ち
相
•

關
聯
す
る
す
べV

の
地
域
間
の
統
一
ー 

小
鳥
¥ '

な
し
、1

く
し
で
<

^

の'

經
濟
的
文
化
が
空
間
的
に
讓
聯
關|

し
、、
地
域
編
制
を
形
成
せ
る
事
を
明
か
に
，す
る
に
在
る
。

*1
_- 

(

茳
ニ
ー
三

3;
1

)

と
述
べ
ら
れ
今'

換
言
す
れ
ば.

、*
第
一
に
地
故
的
個
私
の
地
盤
た
る
地
域
を
明
か
に
德
定
す
る
化
と
、
第
一

I

に
斯
か
る. 

池
域
，的
個
性
の_

造
を
分
析
觀
察
，す
る
こ
と
ノ
第
三
.

に
地
域
的
編
制
を
硏
究
す
る
こ
.

，と
で
あ
つ
て
、
.と
の
第
三
の
任
務
は
私
の
理
解 

.
‘す
る
と
こ
ろ£

從
へ
ば
、
國
民*
經
濟
« ,

國
際
經
濟
等
の
地
域
的
組
成
の
砾
究
で
あ
る
。

パ
y 

•

.

.

,

.第
一
ー.觸
は
殆
ど
金
部
新
し
く
書
か
れ
た
部<刀
で
あ
り
*
^
濟
地
、理
學
的
研
究
に
際
し
て/の
各
種
栺
導
原
理
を
簡
潔
に
紹
介
論
述
す
る'0 

そ
の
护
で
、地
域
論
及
び
立
地
論
の
•ニ
を
以
つ
'て
最
も
根
本
^

な
意
義
を
持
つ
も
の
と
さ
ル
；、

，

'#
觀
論
に
は
補
助
的
意
!j

を
認
め
、
自.然 

本
位
論(

自
然
環
境
論
•
相
關
論
•
地
人
ー
體
論
を
含
む〕

を
否
定
さ
れ
る
。
こ
れ
等
の
他
*
人
間
本
位
論
な
る
も
•の
も
紹
介
さ
れ
て
居
る 

が
、
こ
れ
に
^

へ
て
批
判
は
與
へ
ら
れ
て
な
い
。
而
し
て
.こ
の
出
早
で
、最
も
注
目
す
ぺ
き
は
、
著

-^
が
地
域
論
と
立
地
論
と
を
給
合
せ
し
め 

•

て
新
し
い
說
を
樹
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち

「

中
心
經
濟
地
理
學
现
論1
九
九
貞)

又
は
簡
單
に「

經
濟
中
心
論」

.

(
I  

0
O 

頁)

と
稱
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
著
者
に
從
へ
ば
地
塊
論
が
鹩
濟
地
理
學
の
根
本
的
指
導
原
理
た
る
と
と
は
袞
ふ
ま
で

^
な
ぃ
が
、

「

今
0

の
如
く
凡
べ
て
の.舊
霞
が
遞
壊
し
始
.め
、
新
し
I

理
fc
ょ
つV

還

成

さ
.れ
‘つ
、
あ
り
、',
.而
か
f

れ
は
國
內
の
み
な
ら
ず-
ar

與
4
輝
に
一
旦
つ
て
新
秩
序
が
璧
し
づ
、
あ
る
際
に
拉
、
經
濟
摊
理
擧
は
輩

W

か
く
ち
りJM

J

い
ふ
立
場
ょ
り
緣
じ.
^『
か
く
あ
、

>
0

ざ

る
べ
か
ら
ず』

と
の
立
場
.に
a
み
そ
の
理
論
の
寐
礎
づ
け1
な
さ
ん
.と
す
れ
办
、>立
.地
論
片
俟
つ
の
外-は
な
い
QJ(

九
•八
頁
-

〕
そ
こ
.で「

一

定
の
經
濟
體(

經
濟
地
域
の
‘，僮
か
|

小
鳥)

；の
中
心
を
種
タ
の.方
法
に
ょ
ク
て
定
立
じ
、
於
に
之
を
中
心
と
し
て
多
ぐ
の
小
齓
域
を
劃

し
て
そ
の
中
心
を
定
立.し
、
か
ん
し
て
i

と
部
分v

.;i  

f

.特
殊
士
■の
振
に
於
て
、經
濟
的
空
間
の
研
究
を
完
成
す
暴
が
出

.

來

同

時
^
從
來
の
地
^
論
と
立
地
論
と
1
結
合
せ
し
‘む
る
事
が
可
«
で
あ
る
0」(

，
| 

0〇
頁〕

と
主
張
.さ
れ
^ '
o 

,
著
者
は
こ
れ
^5
^
つ

.て「

經
濟
2

學
の
最
も
有
力
な
盖
法X

I

O

O
K .)

と
農
し
て
居
ら
れ
る
が
、
第S

で
.明
か
：に
さ
れ
たI
學
の
^

質
に
對
す
る

,•#
者
め
:M
,

'»
、
'脚
ち
斯
擧
を
以
づ
て
廣
用
の
學
問
と
す
る
見

~

解
fc
M
應
す
る
友
法
と•し
て
考
へ
ら
れ
る
限
办
、•€
に

最

も

有

力

な

‘
る

タ 

法
て
- ̂
る
ヒ，a

t  
は
^ .
M
出
^
^
ぅ̂
。

-

,

 ̂

.

.

.
次

に

第

一

一

章

に

.於

.
い

て

 

> 
研
究
の
怜
業
方.法

と

し

て

，
、
推

理

淑

方

法

(

分
*
•
類

型

化•類

推
•發

坐

論•勝

釋
•孤

立

化•辨

證

法

)

解

釋
 

的

方

法

(

因
|
的

。
類

，推

的

*
反

對

的*批

判

的

秦

繫

的

，
傍

證

钠

3
表
現
的
方
法
を
紹
介
し
、
そ
の
夫
タ
の
纛
を
考
を
さ
れ
.今
 

第

三

編

鸟

經

濟

地

域

紙

定

論

」

で

あ

つ

，て

、

：

先

づ

第5

に
.
k
-v
;

て

地

錄

定
.の
意
義
を
論
じ
、
第11

章
以
下
に
自
然
的
地
域•
文
化
、
 

的
地
*'
^
*
經
濟
的
地
域
の
諸
種
德
，準
に
依
る
劍
定
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
居
る
0
と
れ
ま
た「

-0
本
經
齋
地
.理
學J

以
來
、
私
も
大
い
に
稗
益 

■
各
れ
る
所
め
H

部
分
で
、-
し
か
も
今
ま
た
全
部
に1
1且
つ
て
書
I
さ
れ
、
新
し
い
村
料
が
多
く
抓
へ
ら
れ
て
管o'
而
し
て
こ
の
細 

で
注
目
を
惹
ぐ
め
ば
、
著
者
が
地
域
劃
定
七
意
義
を
論
じ
て

-「

歷
史
學
に
於
け
る
劃
期
、
地.理
學
に
於
け
I
地
域
劃
定
は
、
そ
の
研
究
の 

出
'發
點
に
し
て
且
つ
終
極
點
で
あ.る
と
共
に
逾
に
故
極
點
な
る
が
故
祀
出
發
點
で
^

る
ク
前
提
手
段
と
自
咏
と
の
自
已
同
！
で
あ
る

o  

前
提
手
段
と
目
的
と
の.自
a
凋
一
取
る
が
故
に
こ
ぞ-'.地
，理
學
的
研
究
が
無
阪fc
行

故

ぅ

る」
(

一
1_
 

二一
 

丄 
ー5 .
と
云
，は
れ
た
と
と 

.

黑
阳
擬
臂
經
濟
，ゃ
理
學
调^-
-{
’ 

'
 

•

、','、
 

j  

5

っ

^
1
ー1
々



知

ル

m,
m
M

鞒
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m
學
原
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四 

X
.1

四 S
1
D

>

あ
る 

o 

- 

;
; 

. 

■ 

.-./ 

:

:

•

,

:

-

、-

.

.

.

.

,

、

.
 

' 

.

パ

•
f
編
味
經
濟
地
域
の
個
性
形
成
の
要
凄
及.び
_

の
分
折
と
そ
’の
夫
.々
の
意
義
究
明
に
充
て
ら
れ
て
ノ
居
る
。
即
ち
地
域
的
個
性
の
，
 

分
析
的
研
究
の
•理
論
で
ぁ
各
。
こV
で
著
者
は
一:從
來
の
經
濟
地
理
舉
に
於
て
は/>
或
は
地
域
論
に̂

ろ
、
或
ゆ
經
濟
現
象
の
分̂r

 

I I
に
は
立
地
'論
.に
し
ろ
、
そ
の
，•地
、輝
的
特
異
牲
の.形
減
を
論
ず
~る
に
方
り
.\要

素
と
條
件
と
が
混
同
さ'れ
、
同
等
'に
取
り
扱
は
れ
て
居 

る
余
咚
亦
藉
箸
亡
於
で
は
之
が
歡
別
欠
な
さ
ず
し
て
'、
經
濟
的
要
素
、e ,
然
的
要
素
、•文
'化
的
要
素
と
い
へ
る
が.如
食

區

別

を

な

し

-た 

.る

.に

止
^
が
、
/0.れ
ゆ

論

现

的.に
見

て

明

如

な

る

誤

鐵

で

ぁ

る

，
一

(

1
八
•九
頁〕

とf

•値
に
從
來
の
主
張
を
取
消
し
、
，

「

ニ
、定
の
經
濟
地
域 

に
於
げ
る
經
濟
的*
各
諸
現
#
は
即
ち
そ
の
地
，域
の
構
造
要
素
に
し
て
、
之
な
く
ん
ば
經
濟
地
域
そ
の
も
の
が
成
立
し
得
な
い

-<
0之
に
反 

し
經
濟
外
.の
諸
文
化
珑
象
及
び
自
然
現
象
ば"
經
濟
地
域
の
構
造.の
各
部
分
に
對
し
、
又
そ
の
形
態j
樣
式
摩
に
對
し
て
.は
頗
る
重
要 

な
影
響
を
與
/
る
が
"
經
濟
地
域
そ
の
も
の
の_
成
要
素
，で
-̂
な
く
、
條
件
に
す
ぎ
な
い

」
(

一
九
〇
頁)

^
し
_て
居
ら
れ
る
。
そ
.こ
で 

要
素
と
し
で
2

0
紙
濟
的
指
導
^
理(

•ニ〕
經

濟

組

織

」

ー
ー

〕

勞

働

組

織

(

四
>
<ロ

及

抄

聚

羧̂〕

-富
及
，び
坐
，產

苧

段

.の
種
類
、
集
積
狀
態 

'G
O

財
货
が
_生
產
亡
り
梢
費
に'至
る
迄
の
諸
過
程(
ャ〕

交
通
，及
び
通
信
制
度
を
擧
げ
、
文
化
阶
條
件
と
し
セ
は

(
】
〕

政

.^
組
織(

一0

社 

’會
階
級
制
度
0

9
社
.會
的
結
合
關
係(

四)

民
族
的
文
化
能
力
を
、、
良
然
的
條
件
と
し‘て
，は(

ご
氣
，候
9

)

土
地(

三)

水
利(

四)

災
害
を 

擧
げ
ら
れ
、.
こ
.れ
’等
の
意
義
に
就
い
て
ニ.々
周
到
綿
潴
な
論
述
を
行
つ
て.唐
ら
れ
*る
。

.

广

.
 

.

.
最
後
^
第
五
綢
^ '
至
づ
ゼ
.、經
濟
地
_
學
ガ
第
三
の
主
要
默
題
た
る
經
濟
地
域
編
制
を
取
上
计
、
先
づ
そ
の
原
理
を
考
究
-3
れ
る
。
地 

.域
編
的
’と

は

各

地

塽

が

獨

立

'の

個

? :
獨
自
の
機
能
？獨
自
の
給
付
能
ヵ
.を
持
つ
こ
と
に
依
つ
て
相
互
に
連
繫
し
、.
そ

で

、
に

朱

ま

れ

る

地 

的
統
ー
體
た
る
組
，織
1
运
ふ
0 0

1

‘九
三
费)

.
>
れ
气
封
鎖
的
家
內
‘經
濟
時
^

都
市
經
濟
時
代
.資

本

主

馨

竹

*
統
制
經
濟
時
代
の 

失
々
祀
於
ぃ
て

'
相
興
な
る
原
理
の
土
忙
立
っ
。
第

I

の
時
代
は
各
地
域
が
殆
ど
同
質
で
あ
り
、，
從
つ
•て
她
域
的
分
業
も
殆
ど
な•く
、

、
广 

\ 

/
 

- 

-

/

«;
•
• 

> 

V 

.

..
M
域
的
'編
制
も
極
め
セ
限
，
'ら
れ
た
範
圍
に
し
絮
じ
な
か
つ
た..。
' 
そ
の
範
圍
內
の
’僅
少
な
物
释
の
交
換
は
原
賢
法
則
に
依
る
も
の
で
な 

，く
、
他
の
選
に
絕
對
的
に
存
奪
ざI

の
'に
就
い
て
、
或
は
贈
與
調
貢
のf

玟

て

或

麄

霊
.
の
形
に
於
い
て
行
は
れ•

.

.從
つ
で
繼
|
的
で
は
な
か
つ
た
。
第
一
一
の
時^-
に
は
强
大
な
權
カ
が
現
れ
廣
大
な
地
域
を
を
の
■支
配
下
に
置
い
た
爲
め
に
、
各
部
分^ ' 

始
め
て
猫
自
の
機
能
を
發
揮
し
て
權
カ
赛
に
貢
献
す
る
と
と
と
な
つ
て
、
こ
、
に
地
域
的
編
制
が
生
ず
る
。
殊
に
都
市
對
農
村
の
地
域 

.

.的
分
業
が
，發

達

す

る

。
然

し

乍

ら

ま

だ

一

般
，
に

は

地

域

的

分

業

少

y
、

I
地
域
は
先
づ
嘉
の
故
要
物
資
を
生
產
し
そ
の
免
剩
を
交
換 

す
4
に
‘過
ぎ
な
か
つ
た
。
然
る
、に
資
本
主
義
時
代k人
I

、

一'
國
内
に
は
{
I
な
地
域
'的
螽
制
が
生
じ
、
國
際
間
に
も
或
る
程
度 

.
ま
で
*地
域
的
、編

沏

が

現

れ

.る
。
こ

の
.恃
代
に
は「

國
足
經
肩
の
'內

部

に

於

て

は

、
各

地

域

は

原

赃

と

し

，
て
絕
對
的
原
費

.か
法
則(

&
5
0
1|! 

c
o
st  

tie
o

ry
)

か
地
域
編
制
の
极
柢
的
ポ
理
で
ぁ
り"
國
際
間
の
如
き
^
域
編
制
の
，
不

完

会

あ

る

；
場

<j

ロ
に
は
、
根
對
的
原
費
の
法
則 

(c
o

lra
fv

e

 j.
r
lv

e

 co
st  th

e
o
y〕

に
甚
く
の
で
ぁ
る
。

」
(

三
1
0頁
'

)

然

る

に

統

制

經

濟

、
の
時
忧
に
入
ィ
る
と
、
.貨
幣
が
經
濟
の 

「

f

者
た
る
機
能
t
失
ひ
、.國
家
的
自
激
自
足
の
原
則
に
依
つ
て
國
民
經
濟
が
營
ま
れ
る
に
至
り
、.
農
の
需
要
を
充
足
す
る
爲
め
に 

は
"

4
要
H

へ
、て
m
も
の
を
坐
，產
過
程•苒
银
產
過§|小

.

轉
入
.ぜ
し
_め
.る
。
そ
で
でr

苒
生
產
過
程
に
志
向
す•る
合
理
主
_」

へ
三
ニ
六

.頁
ソ

省

避

篇

理

と

じ

乂

現

受

。
國
內
的
に
はS

的

業

が

最

も

違
•的
.
^
器

讓

Q
..

法

則

志

向

す

.

、
る
。
姐
.界
的
な
地
域
編
制
は
爾
體
し
、
ブ
口
ッ
クM
ぎ
廣
域
經
濟
が
■

さ
れ
る
o
.而
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
的
齊
域
終
濟
內
の
地
域
編
制
の 

\  

.

原
理
％

國
內
»

け
る
が
如
き
{產
な
る
紙
對
的
原
費
法-^
で
，も
な
く
.、
4
り
と
て
■舟
由
質
易
時
代Q

相
對
的
原
費
法
則
で
も
ぁ
り 

•
得
な
v>
o「

そ
れ
は
と
の
兩
者
を
止
揚
し
'た
國
民
的
霞X充
足
.の
原
理
と
もvs
/ふ
べ
き
も
の
で
、
ぁ

ら

ぅ

o」(

H
ニ
九
頁
ノ.、 

'

A
に
奢
，者

は

農

業

及

び

エ

業

£0
.夫
々
に
就
い
て
の
地
域
編
制
を
チ.ユ
！
不
\
co
,
f弧
立
&

及
び
ア
ル
、フ
レ
ッ
ド•
ゥ
r

バ
•丨
の
X 

,
業
立
1
論
に
.據
つて

！！

述
し
て
届
ち
か
る
。.薪
者
は
地
表
金
體
の
經
濟
広
舞.す
る
地
域
編
制
•
ブ
口
ッ
ク
經
濟
に
對
す
る
そ
れ
を
含
め

' 

:
:

f

I ,
5
:

f
乾

.
I」

;-
.

. :
,

:

」

.
n
i 

- 

CS
三 
一

6
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•• 

た
す
ベ̂

の

地

域

編

制

办
恥

幹
を
な

す

も
の
は
齓
民
經
濟
の
卿
域
編
制
で

^

る
‘と

し

- ;

故
に
本
書
に
於て

は
國
民
經
濟
に
於
け
る
各
經 

濟
地
.域
が
如
何
に
編
制
せ
ら
れ
る
か
を
中
心
問
題
と
す
る
0
又
國
民
經
濟
の
地
域
鋦
制
を.硏
究
.主
題
と
す
る
1の
で
丨あ
る

か

ら

、

‘

各
地
^
 

の

個

性

を

線

ん

口

的

に

觀

察

，
し

 

> 
そ
の
ゑ
㈣
に
於
け
る
'意
義
|:
-究
明
-す
る
に
力
め
ね
ば
な̂

ぬ
け
れ
ど
も
、
之
は
最
後
の
到
達
點
で
あ
つ.
 

て
•、
そ
れ
塔
に
は
個
々
の.經
濟
現
象
'の
•み
に
つ
き
て
孤
立
的
に
地
域
編
制
の
理
論
を
定
立
し
‘
M
に
之
を
'现
實
化
し
’て
、
國
民
經
濟
に
於 

け
る
經
濟
地
域
を
割
定
し
、
そ
の
縦
制
の
、章
_
を
明
.か
に
す
1
の
'必
要
が
於
る
。

」
(

'ニ
九
七
鼠
¥ :
こ
で
農
業
及
び
1
業
が
先
づ
取
上
す 

ら
れ
、
最
後
に
國
土
訏
蕺
論
に
進
ま
れ
る
瞥
で
.あ
つ
た
.が
、
頁
數
の
闕
係
加
ち
そ
れ
は
割
愛
名
れ
た
。

(

序
，文
'
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以
上
$

の
朽
落
を
そ
の
要
辦
に
就•い
て
紹
介
し
，た
がi

こ
れ
に
依
づ
：て
本
書
が
如
何
に
新
鮮
味
ぬ
溢
れ
，、
あ
た
如
何
に
廣
汎
な
範 

園
に
め
た
マ
て
重
要
問
題
に
觸
れ

V

居
‘る
か
f
略
t
明
如
で
あ
ら
ぅ
0
.
ま
こ
と
に
最
質
と
も.に
、
本
邦
經
濟
地
逊
學
理
論
に
於
け
る
最
：
 

も
重
要
寘
る
勞
作
と
稱
す
冬
釔
惲
ら
な
い
。

「

日
本
經
濟
地
理
學」

以
來
五
¥ .
每
に
新
著
を
も
の
さ
、れ
て
居
る
が
、
博
士
•の
倦
む
と
こ
ろ

•
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 
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.

な
き
精
進
に
依
.つ
.て
、
今
後
五
年
瑰
杖
そ
れ
以
售
に
、
更
箕
如
何
に
完
成
さ
れ
た
理
論
が
生
み
出
さ
れ

'る
か
非
常
に
待
望
さ
れ
る。

- 

，最
後
に
私
と
し
て
讀
了
德
若
干
疑
問
を
生
じ
た
點
が
あ
り

'
\
そ
の
解
決
が
斯
學
の
進
步
の
爲'め
に
必
要
>

と

考

へ

る

の

で

、

不

，
遜 

を

も

顧

み

ず

こ

、

に

述

‘ベ
て
み
る
I

ば

ノ

先

§

士
は
、
斯
f

を
て
國
家
的
要
求
S

言

政

策

學

の
'1

つ
と
解
す
ベ
': 

き
だ
と
さ
れ
て
居
る
や
ぅ
に
見
受
け
ら
れ
る
。
若
し
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば

•、
，•政
策
學
と
別
個
に
實
證
科
學
と
，し
て
の
經
濟
地
理
學
は

葙
立
し
得
ぬ
も
の
がV'存
„立
す
る
必
要
が
を
い
も
の
、か
。
私
と
し
て
も

r

經
•濟
地
.理
政
策
論」

の
•，
可

能

な

る
^
と
を
信
じ
て
屑
り
、
國
土

.

 

'  

,

 

f
t 

〕

'計
寒
番
そ
れ
迄
到
達
せ
意
る“ま
^
為

^
ば
國
P3
#
地)

：̂>
め
：
患

木

事

業

：
の

配

® '

て
の
藤
準
を
硏
究
す
べ
き
も
の.，と
港
へ
七
厫
る0
然
レ
乍
ら
贺
證
科
學
と
し
て
の
經
濟
地
理_
の
.進
费
が
あ
つ
て
ご
そ
、
斯
か
る
政
策
學 

が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
か
ら5.
か
？
而
し
て
博
士
が
斯
學
ボ
興
へ
ら
れ
た
觉
義
は
、
政
策
學
た
る
性
質
を

‘現

し

、
て

届

ら

ず

’
、

絶

っ

て

.實
證
科
學
と
し
て
も
存
立
し.得
る
も
.の
と
解
^
る
べ
き
で
.あ
ら
う
か
。
第
二
編
に
述
べ
ら
れ
た
や
う
な
地
域
論
と
立
地
論
と
を
結
合
せ
：

し
め
た
^

^
v>
指

導

原

理

も

、
溶

し

地

域

性

形

俄

の

要

因

と

，し

て

立

.地
原
則
の
作
用
么
考
察
す
る
と̂
ふ
意
味
，な
ら
ば
首
肯
し
得
る
が
、

'地
域
的
配
®
を
P

す

.^
が
爲
め
に
硏
究
す
るa：
い
、ふ
意
味
な
ら
ば
、.實
證
科
學
と
し
て
のM
k-
地
理
擧
の
肖
«
原
理
と
し
て
は
承
服 

し
難
い
や
う
.に
風
は
れ
る
の
で
あ
る。，

,

:
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J

第
二
に
.は
經
齋
地
域
割
定•を
议
つ
て
出
發
點
で
あ
り
同
時
に
終
極
點
で
あ
る
.ど
し
て
居
ら
れ
：る
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
狨
の
考
へ
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.V......

る
と
こ
ろ
で
.は
、
地
域
的
個
性
の
研
究
は

一

個
人
の
個
性
の
.觀
察
も
甚
し
ぐ
異
な
る
性
質
を
特
つ
そ
れ
は
即
ち
個
性
の
地
盤
炎
る
地 

域
が
、
*
個
‘人
^
如

く

、
必

ず

し

も

常

に

與

へ

G
れ
て
な
い
點
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
傅
士
の.考
へ
て
居
ら
れ
る「

地
墩」

は
斯
か
る
も
の
で 

な
い
，
の
か
も
娇
れ
ぬ
。1即
ち
人
間
の
i

觀

察

，
の

際

.
の

一

個

人

.
の

相

く

與

へ

ら

れ

た

4
の
な
の
か
も
知
れ
ぬ
。’、
斯

か

名

疑

問

は

、

或

は
 

私

の

：
理

解
A
が
不4-

分
な
の
か
も
知
^
ぬ
が
、
博
±'
-
の「

地
域」

な
る
.も
の
の
說
明
も
十
分
と
は
耷
へ
ぬ
の•
で.は
‘
る
ま
い
か
。

.

.

.

.

.
，第
三
に
>
輕
濟
地
域
鞲
造
，の.要
素
と
滌
作
4

£
關
す
る
疑
問
が
.あ
る
--
0
、
經

濟

地

域

と

：
は

1
地
域
.の
.經
濟
全
部
閃
を
含
む
意
味
の
.も
ゎ 

' .
が
あ
卜
、
經
濟
の
或
る

一
部
！：

に
就
'い
て
の
も
：の
冬
あ
る
こ
と
は*
博
士
も
認
め
て
居&'
れ
る
と
思
ふ
9
何
と
な
れ
ば
、
國
内
各
地
域 

.の
農
業
上
處
はH

業
上
の
個
姓
1
撖
の
上
に
農
業
上'或
は
エ
業
上
の
地
域
編
制
が
成
立
つ
こ
-と
奋
認
怂
て
居
ら
れ
る
か
も
で
あ
る
タ
故 

に
一
，
鹿

業

部

p i
の
地
域
的
個
性
が
、硏
究
さ
ル
る
場
合
に
は
、
そ
の
產
業
氣
^
外
办
經
濟
現
象
は
果
素
と
农
ら
な
い
や
う‘に
思
は
れ
る
。 

裹

醤

m
M
地

域

的

細

制

：
の
一
越
論
を
热
つ

.i
維

域

剗

定

め

幽

論

及

淡

，
地

域

的

個
 

る(

前

に

引

用

じ

た

五

一

丁

コ

焉

の

斯

學

研

究

の

'任
務
に
^
す
る
一
節
參
照
S

と
'に
疑
問
加
‘あ

る

。

私

に

、
は

博

士

の

，
與

へ

ら

れ

た

定

義
 

か
ら
斯
かK5

任
務
の
肖
'ら
決
定
ざ
れ
る
第
情
が
理
解
さ
れ
な
い
。

-

地
域
'的
個
性
は
他
地
域
と
の
關
聯
に
於
い
て
胗
成
さ
れ
て
居
S'
も
の 

だ
、か
，ら
*
從
つ
尤
他
滩
域
の
櫚
性
延
い
て
妓
膊
士
の
所
謂
地
域
的
編
制
を
個
性
形
成
岭
篇
件
の
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黑
Jf
i
燦
ぢ
經
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地
理
學
原
論：j  
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*  
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.二

八

.

c
i

四
m
o 

■  

し
.乍
ら
經
濟
の
地
棣
的
雜
成
の
間
爾
は
、博
士.-の
定
義
に
於
け
る
妨
如
き
經
濟
緣
理
學
祀
と
つ
そ
.は
_

の
問
題
で〖

は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。 

即
ち
そ
れ
は
、
地
方
經
濟•國

民

經

濟
- i
際
經
濟
叉
は
.■世

界
經
濟
を
研
'究
す
る
經
濟
學
.の
諸
部
門
の
.課
題
で
あ
p
、
'
同
時
に
經
濟
地
理 

政
策
論
杧
於
'い
て
取
上
げ
ら
れ
名
課
歐
で
あ.る
や
ぅ
に
思
は
.
4
る
。

"

’ 

'

:
M ,
5 ;把

：.
は
、
，第
'ー
縞
著
へ
篆
罾̂
^
^

.に
屬
し
、.。
ル

つ

そ

の

、
硏

究

對

象

.が
、
..
經
濟
と
自
然
と̂
.
べ
.
.る
概
念
的
^
全
.く
別
個
の
範
赙
紀
屬
す
る.も
の
な
る
が
故
：气

之

を

統一

綜 

合
し
て一

一
兀
的
に
取
扱
，ふ
事
ば
ガ
敗
論
的
に-頗
る
困
難
で
あ
り"
■
强
ひ
，.て
h

の
異
れ
る
も
の
をi

一
兀
的
な
ら
^
め
ん
と
す
れ
ば
、
經
濟 

哲
學
又
は
歷
史
•観
^
.
な
り
.、
經
驗
料
襻
た
る
の
地
位
を
逸
脫
す
る
の
虜
な
じ
と
せ
ず
。
か
く
の
如
き

«
梢
K：
あ
る
が
故
に
經
濟
地
理
學- 

は
そ
の
硏
究
方
法
、
任
務
、
定
義
等
そ
の
本
質
を
閛
明
す
べ
爸
も
の
に
つ
き
て
未
だ
定
說
を
見
ざ
る
狀
態
に
在
る
。
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九
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と
い
ふ 

1

節
で
あ
か
。
經
濟
地
理
學
、の'硏《
九
對
象
が
經
濟
と
自
然
で
あ
る
と
耷
は
れ.る
の
防
如
何
な
る
意
味
に
於
如
て’
^
あ
ら
ぅ
か
。
而
し
て 

.こ
め
文
章
で
は
*
こ
の
兩
者
を
，研
究
對
象
と
す
る
が
爲
め■、に

斯

學

は

，
必

然

に

一

1

元
的
で
な
け
れ
ば
な
ら'ぬ
と
い
ふ
意
蛛
に
解
さ
れ
る
が* 

•恐

，
も

く

博

士

は

斯

か

，
る
こ
と

を

一
K

伯
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
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